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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
我
が
国
の
経
済
の
現
状
に
つ
い
て

み
ま
す
と
、
企
業
収
益
の
改
善
等
、
企
業
部

門
に
前
向
き
の
改
善
が
見
ら
れ
、
景
気
は
徐

々
に
回
復
の
動
き
を
見
せ
て
お
り
ま
す
が
、

地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
り
、
特
に
雇
用
情

勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
は
基
幹
産
業
で

あ
り
ま
す
水
産
業
の
不
振
や
長
引
く
景
気
の

低
迷
に
よ
り
経
済
の
混
迷
が
続
き
、
地
域
社

会
、
市
民
生
活
に
厳
し
い
現
実
が
突
き
つ
け

ら
れ
た
一
年
で
あ
り
、
阿
久
根
の
産
業
経
済

は
、
大
変
厳
し
い
冬
の
時
代
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
削
減
や
市
町

村
合
併
問
題
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
す

る
な
ど
、
地
方
の
自
立
が
一
層
求
め
ら
れ
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
末
に
は
阿

久
根
高
校
・
阿
久
根
農
業
高
校
・
長
島
高
校

の
再
編
整
備
と
い
う
、
新
た
な
課
題
も
持
ち

上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

迎
え
ま
す
本
年
は
、
地
方
自
治
の
原
点
を

再
認
識
し
、
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
目

指
す
新
た
な
一
歩
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

混
迷
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
希
望
を
も
っ
て
働
き
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加

と
協
力
が
な
け
れ
ば
進
め
て
行
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
人
々
の
心
の
触
れ
合
い
や
地
域

の
支
え
合
い
が
大
切
な
時
代
を
迎
え
、
行
政

や
地
域
の
情
報
を
地
域
全
体
で
共
有
し
な
が

ら
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
に
市
政
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

市
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々
そ
の
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
国
に
お
い

て
は
、
国
と
地
方
に
関
す
る
「
三
位
一
体
の

改
革
」
を
推
進
し
て
お
り
、
地
方
に
権
限
と

責
任
を
大
幅
に
拡
大
す
る
反
面
、
国
庫
補
助

金
や
地
方
交
付
税
な
ど
地
方
財
政
に
関
わ
る

制
度
の
大
幅
な
見
直
し
を
図
ろ
う
と
し
て
お

り
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
本
市
に
お
い
て
は

益
々
財
政
圧
迫
の
要
因
と
な
っ
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
行
く
に
は
重
点
的
・
長
期
的
な
行
財

政
運
営
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
時

代
の
変
遷
の
中
で
役
目
を
終
え
た
事
業
、
行

政
目
的
を
達
成
し
た
事
業
は
英
断
を
も
っ
て

廃
止
し
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
図
り
な

が
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
事
業
に
は
予
算
の

重
点
配
分
を
行
う
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

市
政
運
営
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
の

潮
流
を
と
ら
え
、
市
民
全
員
が
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
、
21
世
紀
に
阿
久
根
市
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
方
向
づ
け
を
図
る

べ
き
か
、
新
た
な
阿
久
根
の
創
造
を
図
る
た

め
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
康
で

幸
多
い
、
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

－２－

地地
方方
自自
治治
のの
原原
点点
をを
再再
認認
識識
しし

豊豊
かか
なな
地地
域域
社社
会会
づづ
くく
りり
へへ
のの
新新
たた
なな
１１
歩歩
をを

今
年
３
月
13
日
に
は
、
い
よ
い
よ
「
肥
薩
お

れ
ん
じ
鉄
道
」
も
開
業
。（
写
真
は
試
運
転

中
の
車
両
＝
大
川
付
近
）



平
成
15
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
11
月

28
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
、
25
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
職

員
給
与
引
き
下
げ
の
た
め
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
改
正
案
な
ど
議
案
16
件
が
上
程

さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金
や
生
活
・
医
療

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

扶
助
費
、
種
子
島
周
辺
漁
業
対
策
事
業
補
助

金
、
三
笠
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
設

計
業
務
委
託
料
な
ど
１
億
２
７
５
４
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１
５
億
２
０
５
１

万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
阿
久
根
高
校
、
阿
久
根
農
業
高

校
、
長
島
高
校
の
再
編
整
備
（
案
）
に
関
す

る
陳
情
書
を
採
択
、
同
旨
の
意
見
書
な
ど
２

件
を
原
案
可
決
、
都
市
下
水
路
・
整
備
に
つ

昨
年
、
12
月
22
日
の
第
４
回
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
ま
し
て
、
改
め
て
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

お
受
け
し
ま
し
た
か
ら
に
は
、
公
正
無
私

の
立
場
を
堅
持
し
な
が
ら
、
民
意
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
声
を
謙
虚

に
受
け
止
め
、
各
議
員
の
力
を
お
借
り
し
公

正
な
議
会
運
営
を
図
り
な
が
ら
、
市
政
の
推

進
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
努
力
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
市
民
の
皆
さ
ま

方
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
切

い
て
の
陳
情
書
を
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
22
日
に
開
か
れ
た
最
終
本
会

議
に
お
い
て
、
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
第
26
代
議
長
に
京
田
道
弘
氏
が
、

副
議
長
に
田
上
正
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
や
議
会
運
営
委
員
な
ど
も
、

次
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
国
の
構
造
改
革
推
進

に
よ
り
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段

と
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本
市
に
お
き

ま
し
て
も
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
る
市
町

村
合
併
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
児
童
・

生
徒
の
減
少
に
伴
う
阿
久
根
高
校
・
阿
久
根

農
業
高
校
・
長
島
高
校
の
再
編
整
備
等
の
問

題
、
九
州
新
幹
線
開
業
に
伴
い
今
年
３
月
13

日
に
開
業
す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
「
肥
薩
お
れ

ん
じ
鉄
道
株
式
会
社
」
の
経
営
安
定
化
な
ど

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
執
行
部

と
協
力
し
市
民
の
方
々
の
負
託
に
こ
た
え
る

べ
く
懸
命
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
議
長
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
（
※
敬
称
略
）

◆
総
務
委
員
会
（
８
人
）

◎
西
田
己
之
助
　
○
児
玉
賢
一
郎

鳥
飼
光
明
　
徳
田
佳
文
　
迫
　
庄
吉

谷
口
　
繁
　
若
松
冨
春
　
京
田
道
弘

◆
産
業
建
設
委
員
会
（
７
人
）

◎
的
場
眞
一
　
　
○
新
坂
上
誠

山
下
孝
男
　
寺
地
世
界
　
西
田
孝
義

山
田
　
勝
　
河
野
義
夫

◆
文
教
厚
生
委
員
会
（
７
人
）

◎
k
h
重
雄
　
　
○
庵
　
重
人

築
地
新
公
女
　
櫁
柑
幸
雄
　
k
之
上
大
成

平
田
修
二
　
　
田
上
　
正

◆
議
会
運
営
委
員
会
（
９
人
）

◎
櫁
柑
幸
雄
　
　
○
庵
　
重
人

新
坂
上
誠
　
児
玉
賢
一
郎
　
的
場
眞
一

k
h
重
雄
　
西
田
己
之
助
　
山
田
　
勝

若
松
冨
春

◆
市
町
村
合
併
に
関
す
る
特
別
委
員
会

（
21
人
）

◎
田
上
　
正
　
　
○
迫
　
庄
吉

※
議
長
及
び
委
員
長
、
副
委
員
長
を
除
く

議
員
19
人
が
委
員

◆
議
会
選
出
監
査
委
員

谷
口
　
繁

◆
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

山
下
孝
男
　
鳥
飼
光
明
　
築
地
新
公
女

◆
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

庵
　
重
人
　
徳
田
佳
文
　
迫
　
庄
吉

河
野
義
夫

－３－

第第
2266
代代
議議
長長
にに
京京
田田
道道
弘弘
氏氏
選選
出出

副副
議議
長長
にに
はは
田田
上上
　　
正正
氏氏

民民
意意
をを
反反
映映
ささ
せせ
るる
議議
会会
運運
営営
をを



本
市
特
産
の
ボ
ン
タ
ン
も
黄
色
く

色
付
く
中
、
第
20
回
記
念
あ
く
ね
ボ

ン
タ
ン
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
12
月

14
日
、
市
総
合
運
動
公
園
周
辺
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
20
回
と
い
う
節
目
の
今
大
会
、

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
旭
化
成
陸
上
競

技
部
の
安
部
友
恵
選
手
を
迎
え
全
国

各
地
か
ら
約
２
５
０
０
人
が
出
場
。

参
加
者
ら
は
、
３
㌔
、
５
㌔
、
10
㌔
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
４
種
目
で
冬
の

ボ
ン
タ
ン
路
を
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
走
り
抜
け
ま
し
た
。

ま
た
、
レ
ー
ス
前
の
開
会
式
で
は

第
１
回
大
会
か
ら
連
続
20
回
出
場
者

10
人
の
表
彰
式
が
あ
り
、
大
会
会
長

の
斉
藤
市
長
か
ら
一
人
一
人
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
敬
称
略

▽
森
田
信
義
（
78
・
鹿
児
島
市
）

▽
若
松
與
曽
吉
（
77
・
同
）
▽
坂
本

國
彦
（
77
・
水
俣
市
）
▽
村
松
勇

（
72
・
鹿
児
島
市
）
▽
波
留
幸
一

（
67
・
阿
久
根
市
）
▽
大
田
益
男

（
65
・
同
）
▽
山
元
猛
志
（
61
・
川

内
市
）
▽
大
田
秋
美
（
56
・
阿
久
根

市
）
▽
若
松
光
志
（
54
・
同
）
▽
坂

元
明
（
47
・
鹿
児
島
市
）

（
各
種
目
１
位
の
み
掲
載
）

※
敬
称
略

【
３
キ
ロ
】
▽
小
学
生
男
子
＝
土
橋

大
輝
（
長
島
町
）
10
分
12
秒
▽
小
学

生
女
子
＝
田
山
絵
理
（
出
水
市
）
10

分
57
秒
▽
中
学
生
男
子
＝
今
吉
将
也

（
鹿
屋
市
）
９
分
08
秒
▽
中
学
生
女

子
＝
岸
元
聖
羅
（
宮
崎
県
高
原
町
）

10
分
55
秒
▽
高
校
生
男
子
＝
吉
本
丈

則
（
熊
本
市
）
９
分
09
秒
▽
高
校
生

女
子
＝
田
中
翠
（
阿
久
根
市
）
10
分

23
秒
▽
29
歳
以
下
男
子
＝
奥
英
樹

（
大
口
市
）
９
分
58
秒
▽
30
歳
代
男

子
＝
設
楽
聡
（
水
俣
市
）
10
分
01
秒

▽
40
歳
代
男
子
＝
白
石
光
男
（
牧
園

町
）
９
分
47
秒
▽
50
歳
代
男
子
＝
重

信
秀
秋
（
栗
野
町
）
10
分
20
秒
▽
60

歳
代
男
子
＝
富
奥
勝
己（
東
市
来
町
）

10
分
31
秒
▽
70
歳
以
上
男
子
＝
飯
田

徳
二
（
姶
良
町
）
12
分
39
秒
▽
39
歳

以
下
女
子
＝
迫
口
幸
子
（
川
内
市
）

12
分
21
秒
▽
40
歳
以
上
女
子
＝
小
杉

み
ど
り
（
大
口
市
）
12
分
48
秒

【
５
キ
ロ
】
▽
中
学
生
男
子
＝
山
元

綾
（
鹿
屋
市
）
16
分
18
秒
▽
中
学
生

女
子
＝
山
内
麻
由
（
出
水
市
）
19
分

01
秒
▽
高
校
生
男
子
＝
勝
男
幸
輝

（
鹿
児
島
市
）
15
分
38
秒
▽
高
校
生

女
子
＝
小
出
夏
奈
（
小
林
市
）
17
分

05
秒
▽
29
歳
以
下
男
子
＝
山
端
仁

（
出
水
市
）
16
分
28
秒
▽
30
歳
代
男

子
＝
高
山
孝
一
（
国
分
市
）
17
分
38

秒
▽
40
歳
代
男
子
＝
宮
嶋
弘
行
（
津

奈
木
町
）
17
分
01
秒
▽
50
歳
代
男
子

＝
浜
崎
明
彦
（
熊
本
県
相
良
村
）
16

分
30
秒
▽
60
歳
代
男
子
＝
斉
藤
和
洋

（
小
林
市
）
18
分
37
秒
▽
70
歳
以
上

男
子
＝
伊
藤
謹
吾（
福
岡
県
苅
田
町
）

22
分
34
秒
▽
39
歳
以
下
女
子
＝
井
川

美
和
（
水
俣
市
）
23
分
33
秒
▽
40
歳

以
上
女
子
＝
尾
立
幸
枝（
伊
集
院
町
）

22
分
42
秒

【
10
キ
ロ
】
▽
高
校
生
男
子
＝
坂
上

武
（
小
林
市
）
31
分
10
秒
▽
高
校
生

女
子
＝
鮎
川
由
美
（
鹿
児
島
市
）
49

分
27
秒
▽
29
歳
以
下
男
子
＝
山
崎
義

幸
（
人
吉
市
）
32
分
50
秒
▽
30
歳
代

男
子
＝
竹
本
昌
広
（
津
奈
木
町
）
37

分
09
秒
▽
40
歳
代
男
子
＝
春
松
千
秋

（
加
世
田
市
）
34
分
49
秒
▽
50
歳
代

－４－

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
Y

2200
回回
連連
続続
出出
場場
表表
彰彰
者者

ボンタン路へ向けて、いっせいにスタートする選手たち

第20回記念
あくねボンタン
ロードレース大会

冬冬
のの
ボボ
ンン
タタ
ンン
路路
をを

約約
２２
５５
００
００
人人
疾疾
走走
YY

◎◎
大大
会会
記記
録録

大会のシンボル ボンタンピラミッド



男
子
＝
白
石
輝
昭
（
鹿
児
島
市
）
37

分
09
秒
▽
60
歳
代
男
子
＝
岩
元
辰
男

（
兵
庫
県
神
戸
市
）
40
分
46
秒
▽
70

歳
以
上
男
子
＝
清
水
常
喜
（
え
び
の

市
）
44
分
49
秒
（
大
会
新
）
▽
39
歳

以
下
女
子
＝
前
田
陽
子
（
川
内
市
）

49
分
55
秒
▽
40
歳
以
上
女
子
＝
倉
み

ど
り
（
隼
人
町
）
44
分
31
秒

【
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
】
▽
29
歳
以
下

男
子
＝
本
田
寿
雄
（
阿
久
根
市
）
１

時
間
09
分
30
秒
▽
30
歳
代
男
子
＝
花

田
伸
行
（
同
）
１
時
間
09
分
23
秒
▽

40
歳
代
男
子
＝
有
木
俊
二
（
鹿
児
島

市
）
１
時
間
18
分
20
秒
▽
50
歳
代
男

子
＝
伊
藤
登
喜
男（
熊
本
県
竜
北
町
）

１
時
間
25
分
15
秒
▽
60
歳
代
男
子
＝

大
嶋
完
治
（
久
留
米
市
）
１
時
間
29

分
51
秒
▽
70
歳
以
上
男
子
＝
大
神
洋

（
福
岡
市
）
１
時
間
36
分
49
秒
（
大

会
新
）
▽
39
歳
以
下
女
子
＝
本
田
恵

津
子
（
水
俣
市
）
１
時
間
29
分
06
秒

▽
40
歳
以
上
女
子
＝
米
田
チ
ヨ
ミ

（
鹿
児
島
市
）
１
時
間
40
分
01
秒

－５－

脇田大輔君（三笠中２年）
の力強い選手宣誓。

最後の力をふりしぼり、ゴールに
駆け込む選手たち。

走り終わったら、お楽しみ抽選会
で、賞品ゲット。

20回連続出場表彰者の皆さん。

マイペースでボンタン路を駆け抜ける参加者たち。

「がんばれ、ゴールはすぐそこ」ゲストランナー
安部友恵選手（右）の伴走でゴールを目指します。

表彰式の様子。優勝者には
月桂冠も贈られました。

阿久根特産イワシの丸干。今回も長蛇の列
ができるほどの人気ぶりでした。

多目的雨天屋内運動場であった
特産品フェアも大好評でした。

スタート前、緊張の一瞬。



－６－

「
広
報
あ
く
ね
」
で
は
、
市
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
身
近
な
広
報
紙
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
読
者
の
皆
さ
ま
の
率
直
な
ご
意
見

や
ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
紙
面
づ
く
り
に
生
か

そ
う
と
、
平
成
15
年
10
月
号
で
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
７
４
０
人
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0 100 200 300 400 500 600（人） 

広報紙 551

ホームページ 58

防災無線（区長放送） 347

配布文書 320

その他 18

その他の内容 
　友人・知人・同級生 
　地方ニュース・新聞 
　議会、公務員、会合 

文字が多い 7

文字が 
小さい 

22

レイアウト 
が悪い 

2

その他 0

0 5 10 15 20 25（人） 

内容がつまらない 9898

必要な情報がない 50

読みづらい 46

その他 0

0 20 40 60 80 100（人） 

みみ
なな
ささ
んん
のの
「「
声声
」」
をを

今今
後後
のの
紙紙
面面
づづ
くく
りり
にに
生生
かか
しし
まま
すす
。。

あ
な
た
の
性
別
は

ど
ち
ら
で
す
か
？

あ
な
た
の
年
代
は

次
の
い
ず
れ
で
す
か
？

あ
な
た
は
市
が
発
行
し
て
い
る
広
報
あ
く
ね

を
、
ど
の
程
度
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

あなたは市からの情報を
何によって得ていますか？（複数回答）

広報紙を読まない理由は
なぜですか？（複数回答） さらに読みづらい理由は？（複数回答）



－７－

市政だより 

みんなのアルバム 

図書館だより 

短歌 

消費生活講座 

保健センター行事 

子育て支援 

男女共同参画 

お知らせ 

休日の在宅医 

誕生･ごめいふく 

ただ今青春 

サークル紹介 

その他 39

0 100 200 300 400 500 600

（人） 

132

180180

509

269269

299

7676

49

210

167167

155

7878

231

465465

その他の内容 
　全部読む、編集後記、人口、花や苗木等の販 
売情報、気が向いたものから、あまり見ない 

あなたが、毎月の紙面の中で
よく読む記事は何ですか？（複数回答）

あ
な
た
は
「
ア
ク
ネ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

あ
な
た
は
「
ア
ク
ネ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

あ
な
た
は
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ
と
の
あ
る
方
へ
）

ど
の
程
度
の
頻
度
で
ご
覧
に
な
り
ま
す
か
？

あ
な
た
の
ご
自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り
ま
す
か
？



●
市
の
財
政
事
情
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
の
変
動
を
公
表
し
て
欲
し
い
）。

●
後
世
の
為
に
各
地
に
伝
わ
る
芸
能

等
を
取
り
上
げ
て
欲
し
い
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ズ
情
報
。

●
市
役
所
の
各
課
の
業
務
内
容
等
を

各
月
ご
と
に
知
ら
せ
て
も
ら
い
た

い
。
市
役
所
の
利
用
に
役
立
つ
。

●
各
集
落
や
校
区
の
行
事
等
。

●
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
詳
細
に
知

ら
せ
て
欲
し
い
。

●
市
民
の
意
見
や
要
望
等
を
掲
載
し

て
欲
し
い
。

●
空
家
や
借
家
情
報
。

●
ス
ポ
ー
ツ
行
事
（
高
校
野
球
、
駅

伝
、
県
大
会
、
市
内
大
会
等
）
の

予
定
や
結
果
。

●
季
節
ご
と
の
農
事
や
病
害
虫
予
防
。

●
市
議
会
の
内
容
を
も
う
少
し
詳
細

に
知
ら
せ
て
欲
し
い
。

●
市
内
の
サ
ー
ク
ル
紹
介
や
、
小
中

高
校
生
の
作
文
や
漫
画
等
を
掲
載

し
幅
広
い
年
齢
層
に
見
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
短
歌
だ
け
で
な
く
、
さ
つ
ま
狂
句

や
俳
句
、
川
柳
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
み
て
は
。

●
史
跡
や
観
光
ポ
イ
ン
ト
等
の
紹
介
。

●
健
康
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

（
例
）「
私
の
健
康
法
」

●
様
々
な
分
野
で
一
番
の
市
民
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
（
例
、
豆
作
り

一
番
、
魚
と
り
一
番
…
な
ど
）。

●
福
祉
や
町
の
活
性
化
な
ど
テ
ー
マ

を
毎
月
決
め
て
、
大
々
的
に
取
り

組
ん
で
み
て
は
。

●
「
ア
ク
ネ
う
ま
い
ネ
自
然
だ
ネ
」

が
何
を
意
味
す
る
の
か
ピ
ン
と
こ

な
い
。
具
体
的
な
事
例
等
で
教
え

て
も
ら
い
た
い
。

●
四
季
折
々
の
食
を
掲
載
し
て
。

●
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
阿
久
根
出

身
者
の
紹
介
。

●
占
い
コ
ー
ナ
ー
と
か
あ
れ
ば
、
若

い
人
た
ち
も
目
を
向
け
る
の
で
は
。

旅
の
特
集
と
か
は
ど
う
で
す
か
。

●
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
も
っ
と
分
か

り
や
す
く
。

●
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
多
数
の
文

書
を
広
報
あ
く
ね
で
一
括
し
て
掲

載
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

●
枚
数
を
減
ら
し
て
、
読
み
や
す
く

し
て
欲
し
い
。

●
広
告
料
を
と
り
、
市
内
業
者
等
の

情
報
掲
載
を
し
て
み
て
は
。

●
字
が
小
さ
く
て
読
み
づ
ら
い
。
も

う
少
し
大
き
く
な
る
と
助
か
る
。

●
写
真
を
見
や
す
い
よ
う
に
カ
ラ
ー

で
も
っ
と
大
き
く
載
せ
て
。

●
あ
ま
り
に
も
小
さ
な
出
来
事
ば
か

り
で
つ
ま
ら
な
い
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
も
の
に
意
義
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
今
の
ま
ま
で
良
い
と
思
う
。

●
各
記
事
に
読
み
た
く
な
る
よ
う
な

見
出
し
を
付
け
て
。

●
行
政
が
主
催
し
た
説
明
会
等
に
つ

い
て
は
基
本
姿
勢
と
し
て
市
民
側

の
視
点
で
要
約
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
イ
エ
ス
マ
ン
に
な

ら
ず
に
Y

●
市
当
局
か
ら
押
し
つ
け
記
事
の
感

あ
り
。
特
に
「
や
り
ま
し
た
」
の

市
報
は
不
要
。

●
市
民
が
使
え
る
投
稿
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
欲
し
い
。

●
広
報
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
希
望

者
に
は
有
償
で
で
も
譲
ら
れ
た
ら

い
い
な
。

●
農
林
水
産
業
の
記
事
は
多
い
が
、

工
業
関
係
の
記
事
が
少
な
い
。

●
若
者
が
興
味
を
引
く
よ
う
な
内
容

が
欲
し
い
。

●
広
報
あ
く
ね
で
い
ろ
い
ろ
な
情
報

が
分
か
り
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

●
い
つ
も
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

●
毎
月
見
て
い
ま
す
が
、
素
晴
ら
し

い
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。
市
内
の

様
子
が
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
温

か
み
を
感
じ
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

●
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

●
ア
ク
ネ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
ど
ん
な

時
活
用
す
る
の
か
。

●
一
度
利
用
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、

電
話
で
は
と
や
め
た
こ
と
が
あ
る
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
も
あ
る
の
な
ら
番
号

を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

●
ど
の
よ
う
な
意
見
や
要
望
が
あ
り

そ
れ
に
対
し
て
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
市
報
で
公
表
し
て
欲

し
い
。

●
利
用
手
順
を
く
わ
し
く
説
明
し
て

欲
し
い
。

●
阿
久
根
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
充

実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

●
あ
ま
り
広
報
と
内
容
が
変
わ
ら
な

い
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
良
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
い
い
の
で
す
が

掲
示
板
は
止
め
た
ら
ど
う
で
す
か
。

阿
久
根
市
民
と
し
て
、
あ
ん
な
に

荒
れ
て
い
た
ら
も
う
見
た
く
な
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
か
、
ま
め
に
削

除
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

●
ゴ
ミ
の
分
別
の
こ
と
で
も
っ
と
詳

し
く
知
り
た
く
て
開
い
て
み
ま
し

た
が
、
満
足
す
る
内
容
で
は
な
か

っ
た
の
で
一
度
き
り
で
し
た
。

●
今
回
、
初
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
ま
し
た
。素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

子
ど
も
の
頃
の
知
識
し
か
な
か
っ

た
の
で
勉
強
に
な
り
ま
す
。

●
市
町
村
合
併
の
件
、
細
か
く
、
そ

し
て
頻
度
を
多
く
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
民
の
中
で
、
何
人
パ
ソ
コ
ン
を

持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

●
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
70
歳
以
上
の
年
寄
り
に
も
も
っ

と
分
か
り
や
す
く
説
明
が
欲
し
い
。

今
回
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

こ
こ
で
掲
載
し
た
以
外
に
も
、
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
す
べ
て
を

ご
紹
介
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
申

し
訳
な
く
、
残
念
に
思
い
ま
す
。

新
た
な
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
取
り

上
げ
る
テ
ー
マ
を
は
じ
め
、
今
回
幅

広
く
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

紙
面
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
親
し
ま
れ

る
広
報
紙
の
発
行
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、「
広
報
あ
く
ね
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

－８－

紙
面
の
中
で
今
後
取
り
上
げ
て

欲
し
い
内
容
や
知
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
情
報
等
に
つ
い
て

「
広
報
あ
く
ね
」
に
対
す
る

感
想
や
意
見
・
要
望
等

「
ア
ク
ネ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

に
関
す
る
意
見
・
要
望
等

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

関
す
る
感
想
や
意
見
・
要
望
等



昨
年
11
月
、
県
教
育
委
員
会
が
発

表
し
た
阿
久
根
高
校
、
阿
久
根
農
高

及
び
長
島
高
校
の
再
編
整
備
計
画
案

に
つ
い
て
、対
象
校
の
地
元
と
し
て
、

今
後
の
統
廃
合
再
編
へ
の
対
応
を
協

議
す
る
対
策
会
議
が
12
月
19
日
、
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
２
月

に
「
県
立
高
等
学
校
改
革
推
進
協
議

会
」
の
最
終
報
告
が
出
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
適
正
な
学
校
規
模
・
配
置

及
び
学
校
数
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
、
通
学
区
域
の
あ
り
方
に
お
い
て

再
編
整
備
の
推
進
策
と
し
て
11
月
21

日
、
阿
久
根
高
校
、
阿
久
根
農
高
、

長
島
高
校
の
再
編
整
備
計
画
案
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
、
農
業
科
と

総
合
学
科
を
併
置
し
た
新
高
校
を
阿

久
根
農
高
の
場
所
に
開
校
し
、
阿
久

根
高
校
、
阿
久
根
農
高
、
長
島
高
校

の
３
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
生
徒
募
集
を
停
止
し
平
成
19
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

会
議
に
は
、
斉
藤
市
長
を
は
じ
め

市
執
行
部
、
市
議
会
、
地
元
２
校
関

係
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
ら
約
60

人
が
出
席
。
斉
藤
市
長
か
ら
こ
れ
ま

で
に
県
か
ら
示
さ
れ
た
再
編
計
画
案

の
概
要
や
経
過
等
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
た
他
、
市
か
ら
県
知
事
・
県

教
育
長
・
県
議
会
議
長
等
へ
提
出
さ

れ
た
要
望
書
の
内
容
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
要
望
書
で
は
、
今

後
の
再
編
に
あ
た
っ
て
は「
保
護
者
、

地
域
住
民
及
び
学
校
関
係
者
等
に
対

す
る
明
確
な
説
明
と
意
見
聴
取
を
行

い
拙
速
に
決
定
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
」「
新
し
い
高
校
は
現
在
の
阿
久

根
高
校
及
び
阿
久
根
農
高
の
両
方
の

施
設
を
活
用
し
、
阿
久
根
高
校
に
総

合
学
科
を
、
阿
久
根
農
高
に
農
業
科

を
設
置
す
る
」「
総
合
学
科
は
特
色

と
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
よ
り
明

確
な
目
的
を
持
っ
て
学
習
で
き
る
科

目
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
県
内
全

域
か
ら
の
生
徒
受
け
入
れ
を
可
能
と

す
る
５
学
級
編
成
を
行
う
も
の
と
す

る
」「
農
業
科
は
、
こ
れ
ま
で
の
阿

久
根
農
高
の
３
学
科
の
特
性
を
生
か

し
、
現
在
の
３
学
級
を
確
保
す
る
」

の
４
項
目
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
今
後
の
統
廃
合
再
編
に

関
す
る
対
応
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
出
席
者
か
ら

は
「
現
在
通
学
中
あ
る
い
は
こ
れ
か

ら
入
学
す
る
生
徒
や
そ
の
保
護
者
た

ち
は
自
分
た
ち
の
学
校
が
ど
う
な
る

の
か
不
安
に
思
っ
て
い
る
」
な
ど
再

編
に
対
す
る
不
安
の
声
や
、
生
徒
や

保
護
者
、
地
域
住
民
に
対
し
て
県
教

委
か
ら
の
説
明
を
求
め
る
声
、
総
合

学
科
の
内
容
に
関
す
る
も
の
な
ど
、

様
々
な
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
地

域
と
し
て
の
今
後
の
対
応
策
な
ど
に

つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

阿
久
根
農
業
高
校
で
こ
の
12
月
、

阿
久
根
市
の
農
業
や
農
村
の
あ
る
べ

き
将
来
像
を
描
く
「
農
村
振
興
基
本

計
画
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
高

校
生
の
声
を
生
か
そ
う
と
「
学
校
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

住
民
参
加
と
連
携
を
柱
と
し
て
計

画
作
成
に
あ
た
る
県
出
水
耕
地
事
務

所
と
市
な
ど
が
、
地
元
に
あ
る
農
業

高
校
の
生
徒
た
ち
に
自
分
た
ち
の
ま

ち
の
将
来
像
を
自
由
な
発
想
で
論
議

し
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
９
日
、
11
日
、

16
日
の
３
日
間
に
分
け
て
、
同
校
の

環
境
土
木
科
１
年
生
、
農
業
経
営
科

３
年
生
、
食
品
流
通
科
３
年
生
の
ク

ラ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
。
生
徒
ら
は

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

ま
ず
農
業
の
好
き
な
所
や
嫌
い
な
所

を
出
し
合
い
、
ど
う
し
た
ら
嫌
い
な

所
は
好
き
に
、
好
き
な
所
は
も
っ
と

好
き
に
な
る
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
論
点
を
整
理
。
本
市
の
農
業
や
農

村
の
将
来
像
を
描
き
な
が
ら
目
指
す

べ
き
方
向
性
な
ど
を
論
議
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
阿

久
根
の
良
さ
を
残
し
な
が
ら
人
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を

し
て
欲
し
い
」「
高
校
卒
業
後
は
、

県
外
で
食
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
知
識

を
学
び
、
将
来
は
阿
久
根
に
帰
っ
て

き
て
そ
の
知
識
を
生
か
し
た
い
。
そ

の
時
は
、
自
然
な
ま
ま
の
阿
久
根
で

あ
っ
て
欲
し
い
」
な
ど
自
分
た
ち
の

ま
ち
の
農
業
や
農
村
の
将
来
像
に
つ

い
て
意
見
を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

県
出
水
耕
地
事
務
所
な
ど
で
は
、

今
後
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
も
と
に
、
平
成
15
年
度
中
に
基
本

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

－９－

県教委から示された再編計画案について出席者らに
報告する斉藤市長

グループに分かれて自分たちのまちの農業
や農村の将来像について意見を出し合う生

ふるさとの農業･農村の
将来像を論議Y

阿阿
久久
根根
高高
・・
阿阿
久久
根根
農農
高高
・・
長長
島島
高高

県県
教教
委委
再再
編編
計計
画画
へへ
のの
対対
応応
協協
議議



婦
人
用
イ
ン
ナ
ー
（
下
着
）
製
品

の
製
造
を
行
う
1
ソ
フ
ィ
ア
（
向
紀

夫
代
表
取
締
役
、本
社
・
阿
久
根
市
）

の
工
場
新
設
に
伴
い
12
月
25
日
、
本

市
と
の
立
地
協
定
調
印
式
が
市
役
所

で
あ
り
ま
し
た
。

同
社
は
、
平
成
15
年
12
月
、
各
種

繊
維
原
料
・
製
品
、
化
成
品
等
の
輸

出
入
及
び
国
内
販
売
を
手
掛
け
る
1

Ｇ
Ｓ
Ｉ
ク
レ
オ
ス（
本
社
・
東
京
都
）

の
資
本
参
加
を
受
け
て
設
立
。
資
本

金
は
１
千
万
円
。
初
年
度
か
ら
年
商

約
５
億
円
を
目
指
し
ま
す
。

赤
瀬
川
地
区
内
に
新
設
さ
れ
る
工

場
は
、
約
１
億
円
を
投
じ
、
敷
地
面

積
約
４
７
０
０
平
方
㍍
に
鉄
骨
平
屋

の
メ
イ
ン
工
場
や
事
務
所
、
倉
庫
な

ど
合
計
１
０
３
０
平
方
㍍
を
建
設
。

縫
製
用
工
業
ミ
シ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
設
備
を
整
え
ま
す
。
こ
の
１
月
に

着
工
、
３
月
に
操
業

開
始
の
予
定
で
す
。

従
業
員
数
は
設
立
当

初
35
人
で
そ
の
多
く

は
旧
中
繊
ニ
ッ
ト
で

技
術
を
培
っ
て
き
た

従
業
員
を
再
雇
用
。

さ
ら
に
６
月
ま
で
に

15
人
を
増
員
す
る
計

画
で
す
。

こ
の
日
の
調
印
式

で
は
、
福
壽
浩
県
企

業
立
地
推
進
室
長
補

佐
立
会
い
の
も
の
と

同
社
の
向
紀
夫
代
表

取
締
役
と
斉
藤
市
長

が
協
定
書
に
調
印

し
、
か
た
い
握
手
を

交
わ
し
ま
し
た
。

調
印
を
終
え
た
向
代
表
取
締
役
は

「
国
内
産
業
の
空
洞
化
が
進
む
中
に

あ
っ
て
、
次
世
代
を
担
う
会
社
と
し

て
、
よ
り
よ
い
技
術
と
新
し
い
商
品

の
開
発
を
進
め
、
国
内
産
業
と
し
て

の
使
命
を
果
た
し
な
が
ら
前
向
き
に

進
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

市
内
で
生
産
さ
れ
る
農
林
水
産
物

や
商
工
業
製
品
な
ど
の
特
産
品
が
一

堂
に
そ
ろ
う
年
末
恒
例
の
第
32
回
市

産
業
祭
が
12
月
20
日
、
21
日
の
両
日
、

市
民
体
育
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会

場
内
に
は
、「
食
の
ま
ち
阿
久

根
」
な
ら
で
は
の
新
鮮
な
水
産
物
や

農
産
物
、
加
工
品
な
ど
の
生
産
者
や

加
工
業
者
ら
が
多
数
出
店
。さ
ら
に
、

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
に
は
大
口
市
と

東
郷
町
の
特
産
品
も
お
目
見
え
し
ま

し
た
。

市
内
の
特
産
品
が
市
価
よ
り
格
安

で
販
売
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
年
の
瀬

や
正
月
用
の
品
物
、
贈
り
物
な
ど
を

買
い
求
め
る
大
勢
の
買
い
物
客
ら
で

終
日
、
大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
、
特
産
品
な
ど
が
当
た
る
お

楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
、
幸
運
を
射

止
め
た
当
選
者
ら
は
う
れ
し
そ
う
に

賞
品
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
市
内
の
保

育
園
児
や
小
学
生
な
ど
が
出
演
し
、

お
ゆ
う
ぎ
や
竹
太
鼓
、
伝
統
芸
能
な

ど
を
披
露
し
た
お
祭
り
広
場
や
、
白

バ
イ
試
乗
体
験
な
ど
の
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
、
あ
っ
た
か
い
ク
ジ
ラ

な
べ
や
ク
ジ
ラ
肉
の
刺
身
の
試
食
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、
様
々
な
催
し
物
も
開

催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
大
変
な
賑
わ
い

ぶ
り
で
し
た
。

－10－

調印を終え、がっちりと握手する（写真右から）向代表取締役、福
壽室長補佐、斉藤市長の３氏

��
ソソ
フフ
ィィ
アア
がが
本本
市市
とと
立立
地地
協協
定定
調調
印印

食のまちあくねの
特産品勢ぞろいY

市
内
の
特
産
品
が
ず
ら
り
と

並
び
、
多
く
の
買
物
客
で
賑

わ
う
会
場
（
上
）。
あ
っ
た

か
い
ク
ジ
ラ
な
べ
の
試
食
コ

ー
ナ
ー
も
大
好
評
で
し
た

（
左
）。



１
月
29
日
か
ら
２
月
８
日
ま
で
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
市
で
開
催
さ
れ
る
第
11
回
世

界
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
。

こ
れ
に
、
金
メ
ダ
ル
を
狙
う
日
本
男

子
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
選
手
団
を
率

い
る
団
長
と
し
て
、
本
市
在
住
の
入

角
亨
氏
¶0
が
参
加
し
ま
す
。

こ
の
世
界
選
手
権
は
、
４
年
ご
と

に
開
催
さ
れ
る
、
文
字
通
り
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
世
界
一
の
座
を
争
う
大

き
な
大
会
で
、
２
０
０
０
年
に
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
で
開
催
さ
れ
た
前
回

日
本
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
次
ぐ

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

入
角
氏
は
現
在
、
7
日
本
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
常
務
理
事
・
財
務
委
員

長
を
は
じ
め
、
西
日
本
や
九
州
、
県

協
会
の
要
職
に
あ
り
全
国
を
飛
び
回

る
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
選
手
17
人

に
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
総
勢
27
人
の
選

手
団
長
と
し
て
日
本
国
民
の
期
待
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

女
子
も
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
銀
メ
ダ
ル
に
輝
く
な
ど
、
今
や
男

女
と
も
に
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ

る
日
本
チ
ー
ム
。
同
氏
に
今
大
会
の

見
ど
こ
ろ
を
た
ず
ね
る
と
「
前
回
優

勝
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
３
位
の

ア
メ
リ
カ
、
こ
の
２
チ
ー
ム
と
の
戦

い
が
重
要
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
チ
ー
ム
と
し
て

の
目
標
に
つ
い
て
は
「
も
ち
ろ
ん
、

優
勝
を
狙
い
た
い
。
そ
し
て
、
８
月

に
開
催
さ
れ
る
女
子
の
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ク
に
つ
な
げ
た
い
。
こ
の
２
つ

が
２
０
０
４
年
の
大
き
な
目
標
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
の
「
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
」の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

北
さ
つ
ま
漁
協
組
合
長
の
野
村
義

也
氏
∞7
が
こ
の
程
、
全
国
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
（
全
漁
連
）
か
ら
漁

業
協
同
組
合
系
統
運
動
の
推
進
・
発

展
に
多
大
な
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に

贈
ら
れ
る
漁
協
運
動
功
労
者
表
彰
を

受
賞
。
11
月
21
日
、
東
京
都
内
で
表

彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

同
氏
は
、
平
成
７
年
５
月
に
当
時

の
黒
之
浜
漁
協
組
合
長
に
就
任
さ
れ
、

そ
の
他
、
県
巻
き
網
漁
業
協
同
組
合

長
、
県
連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

長
、
全
国
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
連

合
会
理
事
な
ど
の
要
職
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
県
内
で
も
い
ち
早
く
北
薩
地

区
の
漁
協
合
併
を
推
進
さ
れ
、
昨
年

４
月
に
地
区
内
の
５
漁
協
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
北
さ
つ
ま
漁
協
の
初
代

組
合
長
と
し
て
、
地
域
の
み
な
ら
ず

県
内
水
産
業
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

し
て
こ
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
の
知
ら
せ
に
「
ど
う
し
て
自

分
が
」
と
ま
ず
驚
い
た
そ
う
で
、
県

内
の
漁
協
合
併
第
１
号
と
な
っ
た
北

さ
つ
ま
漁
協
の
設
立
に
つ
い
て
も
、

「
合
併
に
向
け
て
組
合
員
が
意
識
を

共
有
で
き
た
か
ら
実
現
で
き
た
。
た

ま
た
ま
私
が
組
合
長
と
い
う
だ
け
で

組
合
員
を
は
じ
め
周
り
の
皆
さ
ん
の

支
え
の
お
か
げ
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
新
年
に
向
け

て
の
抱
負
を
う
か
が
う

と
、「
水
産
業
が
活
気

づ
く
こ
と
で
地
域
全
体

が
元
気
に
な
る
。
よ
く

今
の
水
産
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
と
い

わ
れ
る
が
私
は
悲
観
し

こ
の
12
月
、
近
海
巻
き
網
漁
に
よ

る
ア
ジ
・
サ
バ
が
豊
漁
で
、
阿
久
根

漁
港
新
港
の
水
揚
場
は
活
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

17
日
に
は
、
こ
の
日
だ
け
で
青
ア

ジ
を
中
心
に
ゴ
マ
サ
バ
、
真
サ
バ
な

ど
合
わ
せ
て
約
１
６
０
０
０
箱
、
２

８
０
㌧
が
次
々
と
水
揚
さ
れ
、
水
揚

場
は
一
時
、
魚
を
詰
め
た
ト
ロ
箱
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
北
さ
つ

ま
漁
協
関
係
者
に
よ
る
と
「
近
海
も

の
で
１
日
に
こ
れ
だ
け
の
量
が
上
が

る
の
は
、
近
年
ま
れ
」
と
の
こ
と
で
、

「
こ
れ
か
ら
新
年
に
向
け
て
の
漁
に

て
い
な
い
。
今
後
、
流
通
の
開
拓
や

魚
価
を
引
き
上
げ
る
取
り
組
み
な
ど

を
進
め
事
業
量
も
増
や
し
て
い
き
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
大
地
と
海
か
ら
の

恵
み
を
受
け
た
食
料
供
給
産
業
と
し

て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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世世
界界
男男
子子
ソソ
フフ
トト
ボボ
ーー
ルル
選選
手手
権権
にに
注注
目目
YY

（
１
月
29
日
〜
２
月
８
日
　
於
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

本
市
か
ら
入
角
亨
氏
が
日
本
選
手
団
団
長
と
し
て
参
加

目
標
は「
金
メ
ダ
ル
」と
語
る
入
角
氏

漁漁
協協
系系
統統
運運
動動
のの
発発
展展
にに
多多
大大
なな
貢貢
献献

全漁連功労者表彰を受賞し
た野村組合長魚を満載したトロ箱が、ずらりと並び活気あふれる新港水揚場

アア
ジジ
・・
ササ
ババ
豊豊
漁漁
YY

１１
日日
でで
１１
万万
６６
千千
箱箱



○
職
員
が
遵
守
す
べ
き
職
務
に
係
る

倫
理
原
則
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま

す
。

○
贈
与
等
の
報
告
に
つ
い
て
定
め
て

い
ま
す
。

条
例
に
お
い
て
、
課
長
等
が
利
害

関
係
者
以
外
の
事
業
者
等
か
ら
受
け

た
贈
与
等
に
関
し
、
市
長
等
へ
の
報

告
及
び
一
定
限
度
以
上
の
も
の
に
つ

い
て
の
公
開
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス

テ
ム
を
設
け
、
課
長
等
の
事
業
者
等

と
の
接
触
に
つ
い
て
透
明
性
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
課
長
等
は
、
事
業
者
等
か
ら
５
千

円
を
超
え
る
贈
与
等
を
受
け
た
と

き
は
、
市
長
等
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
贈
与
等
報
告
書
の
う
ち
、
２
万
円

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
何

人
で
も
閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

利
害
関
係
者
と
は
、
職
員
の
現
在

の
職
務
に
お
い
て
、
事
務
事
業
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
相
手
方
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い

い
ま
す
。

利
害
関
係
者
と
の
間
で
は
、金
銭
、

品
物
の
贈
与
を
受
け
る
な
ど
の
一
定

の
行
為
が
禁
止
、
制
限
さ
れ
ま
す
。

a
許
認
可
を
受
け
て
事
業
を
行
っ
て

い
る
事
業
者
等

許
認
可
等
の
申
請
を
し
て
い
る

（
し
よ
う
と
し
て
い
る
）
事
業
者
等

ま
た
は
個
人

※
「
事
業
者
等
」
と
は
、
法
人
そ
の

他
の
団
体
及
び
事
業
を
行
う
個
人

を
い
い
ま
す
。

※
「
個
人
」
と
は
、
事
業
を
行
っ
て

い
な
い
個
人
（
倫
理
規
則
の
「
特

定
個
人
」）
を
い
い
ま
す
。

s
市
か
ら
の
補
助
金
等
の
交
付
の
対

象
と
な
る
事
業
者
等
ま
た
は
個
人

d
立
入
検
査
ま
た
は
監
査
の
対
象
と

な
る
事
業
者
等
ま
た
は
個
人

f
不
利
益
処
分
の
相
手
方
と
な
る
事

業
者
等
ま
た
は
個
人

g
行
政
指
導
に
よ
り
、
現
に
一
定
の

作
為
ま
た
は
不
作
為
を
求
め
ら
れ

て
い
る
事
業
者
ま
た
は
個
人

h
市
と
の
間
に
お
い
て
契
約
を
締
結

し
て
い
る
事
業
者
等
ま
た
は
個
人

（
契
約
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る

事
業
者
等
を
含
む
。）

j
市
の
所
掌
に
係
る
事
業
を
行
う
事

業
者
等

○
過
去
３
年
間
に
職
員
が
つ
い
て
い

た
ポ
ス
ト
の
利
害
関
係
者
も
、
現

在
の
そ
の
職
員
の
利
害
関
係
者
と

み
な
さ
れ
ま
す
。

○
職
員
が
他
の
職
員
に
対
す
る
影
響

力
を
持
つ
場
合
、
他
の
職
員
の
利

害
関
係
者
も
そ
の
職
員
の
利
害
関

係
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
。（
職
員

が
持
つ
影
響
力
を
他
の
職
員
に
行

使
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の
利

益
を
図
ろ
う
と
し
て
職
員
と
接
触

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
他
の

職
員
の
利
害
関
係
者
に
限
り
ま
す
。）

○
利
害
関
係
者
が
民
間
企
業
な
ど
で

あ
る
場
合
、
そ
の
企
業
の
利
益
の

た
め
に
職
員
と
接
触
す
る
、
そ
の

企
業
の
役
員
、
従
業
員
な
ど
は
利

害
関
係
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

※
来
月
号
で
は
、
職
員
の
利
害
関
係

者
と
の
禁
止
行
為
等
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

－12－

阿
久
根
市
で
は
、
市
職
員
が
市
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
常
に
自

覚
し
、
市
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
為
の
防
止
を
図
り
、
公
務
に

対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
の
確
保
と
公
正
で
民
主
的
な
市
政
の
運
営
に

資
す
る
た
め
、『
阿
久
根
市
職
員
倫
理
条
例
』
制
定
し
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

条
例
で
は
、
職
員
が
遵
守
す
べ
き
職
務
に
係
る
倫
理
原
則
等
に
つ
い
て
定

め
て
お
り
、
職
務
や
そ
の
地
位
を
私
的
な
利
益
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
の
な

い
よ
う
利
害
関
係
者
と
の
間
で
行
っ
て
は
な
ら
な
い
禁
止
行
為
等
に
つ
い
て

も
規
則
で
定
め
て
い
ま
す
。

今
月
号
か
ら
数
回
に
分
け
て
条
例
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

阿阿
久久
根根
市市
職職
員員
倫倫
理理
条条
例例
をを
制制
定定
しし
まま
しし
たた
。。

◎
倫
理
条
例
に
基
づ
き
制
定

さ
れ
た
阿
久
根
市
職
員
倫
理

条
例
施
行
規
則
は
、
職
員
の

職
務
に
利
害
関
係
を
有
す
る

者
か
ら
の
贈
与
等
の
禁
止
及

び
制
限
な
ど
を
定
め
て
い
ま

す
。



阿
久
根
中
学
校
の
正
門
よ
り
約
百

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
「
福
祉
施
設

双
葉
作
業
所
」
が
あ
り
ま
す
。

「
福
祉
施
設
双
葉
作
業
所
」
は
昭

和
53
年
12
月
20
日
に
開
設
し
た
知
的

障
害
者
福
祉
作
業
所
で
す
。

現
在
12
人
が
通
所
し
て
、
指
導
員

３
人
と
共
に
自
立
の
た
め
の
生
活
訓

練
や
干
魚
紙
箱
類
の
り
付
け
組
み
立

て
、
軽
金
属
小
物
の
軽
作
業
等
の
下

請
け
作
業
、
竹
箸
の
袋
入
れ
及
び
石

け
ん
等
の
自
主
製
品
作
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

自
主
製
品
は
、
石
け
ん
の
他
に
生

ゴ
ミ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作
る
環
境

に
優
し
い
肥
料
「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
」
や
、

作
る
人
の
自
由
な
感
性
が
光
る
「
さ

を
り
織
り
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
バ
ザ
ー
に
出
品
す
る
ほ
か

双
葉
作
業
所
内
で
も
販
売
し
て
い
ま

す
。そ

の
他
、調
理
実
習
や
生
花
教
室
、

公
園
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
事

業
、
遠
足
、
旅
行
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
活
動

を
し
て
い
る
双
葉
作
業
所
で
す
が
、

定
員
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
双
葉

作
業
所
に
通
い
た
い
と
思
っ
て
も
通

え
な
い
人
た
ち
も
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
も
っ
と
多
く
の
人
が

通
え
る
よ
う
な
施
設
が
で
き
る
こ
と

が
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

●
双
葉
作
業
所
の
方
よ
り

「
も
っ
と
多
く
の
人
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
親
元
か
ら
通
い
普
通
に
暮

ら
せ
る
こ
と
が
保
護
者
の
心
か
ら
の

願
い
で
す
。
本
作
業
所
で
も
可
能
な

限
り
希
望
者
を
受
入
れ
、
支
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

双
葉
作
業
所
の
仲
間
の
た
め
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
双

葉
作
業
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
双
葉
作
業
所
（
1
&3
０
９
７
８
）

阿
久
根
市
波
留
５
４
３
７
番
地
１

脇
本
・
大
川
地
区
の
各
自
治
会
の

会
議
や
イ
ベ
ン
ト
用
に
座
卓
ハ
イ
・

ロ
ウ
兼
用
40
台
、
折
り
た
た
み
式
机

１
２
０
台
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
宝
く
じ
普
及
事
業

と
し
て
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を

活
用
し
た
事
業
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
区
民
の
総
会
等
の

会
議
、
展
示
会
や
各
イ
ベ
ン
ト
に
使

用
す
る
机
の
整
備
が
な
さ
れ
、
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

尻
無
上
区
が
県
の
平
成
15
年
度
河

川
愛
護
運
動
表
彰
団
体
に
選
ば
れ
12

月
16
日
、
市
役
所
で
授
与
式
が
あ
り

永
井
利
正
出
水
土
木
事
務
所
長
か
ら

下
薗
藏
一
区
長
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

同
区
を
流
れ
る
尻
無
川
は
、
初
夏

に
は
螢
が
舞
う
清
流
で
、
５
月
に
開

催
さ
れ
る
シ
リ
カ
ミ
ツ
ー
リ
ン
グ
ト

ラ
イ
ア
ル
の
会
場
に
も
な
り
ま
す
。

地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
ろ

う
と
、
永
年
に
わ
た
り
地
区
民
総
出

で
清
掃
作
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

タ
コ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い
で
す
。

電
線
の
近
く
で
は
、
タ
コ
を
絶
対

あ
げ
な
い
よ
う
、
お
子
さ
ま
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

も
し
タ
コ
が
電
線
に
か
か
っ
た
ら

危
険
で
す
か
ら
自
分
で
と
ら
ず
に
、

最
寄
り
の
電
力
会
社
な
ど
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
電
柱
に
の
ぼ
っ
て
取
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

●
電
線
を
竹
ざ
お
な
ど
で
つ
つ
く
の

は
、
大
変
危
険
で
す
。
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施設内での作業の様子

「
福
祉
施
設
　
双
葉
作
業
所
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

尻尻
無無
上上
区区
がが
河河
川川
愛愛
護護
運運
動動
でで
表表
彰彰

表彰状を手にする下薗区長

脇
本
・
大
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

折
り
た
た
み
式
机
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
Y

購
入
さ
れ
た
折
り
た
た
み
式
机

タ
コ
あ
げ
は

電
線
の
な
い
と
こ
ろ
で
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楽しい話題・催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１（内線1214）

━━ 阿久根中　働く人の話を聞く会 ━━
阿久根中学校で12月10日、様々な職業に就く人々を講師

に招き、仕事に対する思いや体験などを聞く会がありまし
た。これは、２月４日の立志集会を前に、職業や働くこと
への関心を高め、自身の進路計画に役立てようと開かれた
ものです。
この日の聞く会では、同校２年生168人が自営業者や看

護士、公務員、新聞記者、漁業者など講師10人の中から各
自が興味を持った２人の話を聴講。生徒の１人は「今日の
話を参考に、立志集会までに自分の目標を立てたい」など
と感想を話していました。

━━ 尾崎小と西目小の児童たちが交流会 ━━
ボンタンの里尾崎地区で12月18日、西目小と尾崎小の児

童らによるボンタン狩りや収穫したボンタンの品評会など
がありました。両校は毎年、夏は地引網、冬はこのボンタ
ン狩りと、海と山両方の地域の特色を生かした交流を重ね
ています。
今回は西目小の４年生17人が尾崎地区を訪問。尾崎小の

全校児童20人と学校近くのボンタン園で色や形、大きさな
どからこれはと思った実を収穫。その後、尾崎小の体育館
で収穫したボンタンをお互いに品評しあいながら交流を深
めていました。

━━ 阿久根市人材育成事業で派遣 ━━
市内の中学生２人がこの12月、市人材育成事業を活用し

た海外研修で渡米しました。
研修に参加したのは高原麻美さん（鶴川内中３年・写真

左）と栗林佑莉奈さん（同１年・右）の２人。12月20日か
ら30日までの11日間、カリフォルニア州でホームステイし
ながら現地の人々と異文化交流を深め研修を重ねました。
出発前日の19日、市役所を訪れた２人は斉藤市長らと懇談。
市長から、「頑張ってきてください」と激励された２人は
「両国の文化の違いについて学びたい」「この機会に英語の
勉強をしてきたい」などと抱負を語っていました。
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━━ クリスマス　ウエスタンコンサート ━━
カントリーミュージック一筋に国内外で活躍する「チャーリー

永谷＆キャノンボール」を迎えて12月20日、クリスマスウエスタ
ンコンサートが市民会館大ホールでありました。カントリーミュ
ージックに魅せられて48年。米国内33州から名誉州民として讃え
らるチャーリー永谷氏が自身と音楽との関わりについて語り、「ジ
ングル・ベル」などお馴染みのクリスマスソングから「It Must Be
Love」をはじめカントリーミュージックの多彩な曲目を演奏。観
客らはその魅力を存分に楽しんでいました。

━━ 市水産教室　調理実習 ━━
中学生を対象に昨年７月に開講した水産教室の一環として12月

６日、魚を用いた調理実習が働く婦人の家でありました。
受講生19人が、北さつま漁協女性部の皆さんから手ほどきを受

けながら、アジとキビナゴの刺身、つけあげ、シマアジのチーズ
ロール、キビナゴのアオサ汁の４品に挑戦。水産の町ならではの
水揚されたばかりの新鮮なアジやキビナゴを、包丁を使って３枚
におろしたり手でさばいたりして上手に調理し、出来上がった料
理を全員でおいしく試食しました。

━━ 昔ながらの黒砂糖作り最盛期 ━━
脇本地区にある製糖工場で、11月下旬から昔ながらの製法によ

る黒砂糖作りが始まり、工場の周りは甘い香りに包まれていまし
た。この工場では、50年ほど前から地元で栽培されたサトウキビ
を原料に黒砂糖を製造しています。作業場では、機械で搾ったサ
トウキビの汁を１番釜から３番釜までアメ状になるまでじっくり
煮詰めていき、最後に熟練の職人さんが頃合いを見て一気にすく
い上げ、型枠に流し込んで固めたレンガ糖やビン詰めにした黒砂
糖アメなどの製品が次々と出来上がっていました。

━━ 折多小 ━━
折多小の児童らが12月11日、校区内の一人暮らしのお年寄り宅

を訪問し自分たちで育てた鉢植えの花や手紙を贈りました。
同校では、児童らが土作りから手がけで咲かせた花を春と秋の

年２回、地域の高齢者に届け、花の世話を通じたふれ合い活動を
行っています。この日は４年生の一部と５・６年生全員が手分け
して校区内の65歳以上の対象者宅を訪問。子どもたちの心のこも
った贈り物に、お年寄りらは「毎回楽しみにしています。ありが
たいことです。」とうれしそうに話していました。

━━ 山元健資くん（阿久根小）が３年連続入賞の快挙 ━━
日本郵政公社が実施した第29回「私のアイディア貯金箱」コン

クールで阿久根小６年の山元健資くんの作品が郵便貯金事業本部
長賞を受賞。12月４日に同校で表彰状の伝達式がありました。山
元くんの作品はバイクに乗った郵便配達員の手が電動式で動く仕
掛けのある秀作で、九州管内で応募のあった326,541点の中から中
央審査出品作品39点の一つに選ばれ、今回の入賞となりました。
山元くんは「手を動かすところに苦労したけれど、３年連続で

入賞できてうれしいです」と話してくれました。
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２００２年１月号から１２月号までの雑誌を無料でさ
しあげます。ご自由にお持ち帰りください。
○日時 １月２５日（日） 午前９時～
○場所 市立図書館　１階

（入口近くのロッカーに並べます。）
○雑誌は以下の通りです。
「きょうの料理」「きょうの健康」「おしゃれ工房」「趣
味の園芸」「すてきな奥さん」「ESSE」「レタスクラブ」
「オレンジページ」「LEE」「クロワッサン」「こっこクラ
ブ」「家庭画報」「暮しの手帖」「ｗｉｔｈ」「non-no」
「じゃらん」「タウン情報カゴシマ」「SCREEN」｢BE-PAL｣
「Number」「日経クリック」「ダ・ヴィンチ」「文芸春秋」
「婦人公論」「週刊朝日」「外戸本」
まだまだ役に立つ情報がいっぱいです。ぜひ、お立ち

寄りください。

※１人３冊までを基本とします。
ただし、２７日以降は制限なしです。

アクネホットライン
アクネホットラインは、市民の皆さまからの市政に対するご

意見やご要望を、留守番電話とファックスでお受けするもので
す。どうぞお気軽にご利用ください。

qアクネホットライン（1７３－１１１１）に電話をかける。

w「こちらはアクネホットラインです。発信音の後に、ご要件
をお話しください。ファクシミリの方はそのまま送信してく
ださい。なお、お名前ご住所もお知らせください。」のメッセ
ージが流れます。

t伝言及びファックスの手順は以上で終了です。

y寄せられたご意見等に対しましては、必要に応じて、後日市
からの回答をいたします。

※お問い合わせ先
市役所総務課秘書広報係　1７３－１２１１（内線１２１３）

「広報あくね」では、イラストやポエム、俳
句、さつま狂句、川柳など、皆さまからの作品
を募集いたします。どしどしご応募ください。
なお、ご応募いただいた作品は返却いたしま

せん。また、作品の掲載にあたっては、一部選
択させていただくこともありますので、あらか
じめご了承ください。

【宛て先】
〒899-1696 阿久根市鶴見町２００番地
阿久根市役所総務課秘書広報係

TEL ７３－１２１１（内線１２１４）
FAX ７２－２０２９

留守番電話に、ご要件と
氏名・住所・連絡先などを
お話しください。

そのまま送信してくださ
い。

e伝言の場合 rファックスの場合
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本校では、「豊かな心と健やかな体で、自ら学び行動

できる生きる力のある子どもの育成」を学校教育目標

に掲げ、総合的な学習の時間「レッツゴータイム」や

生活科を中心に郷土に根ざした体験活動を進めていま

す。

主な活動としては、「下村海岸清掃活動」「高齢者と

昔の遊びを通してのふれあい活動」「校区歴史探訪活

動」「もち米作り体験活動」「そば作り体験活動」「福祉

施設訪問」「地域の名人に学ぶ活動」などがあげられま

す。

その中でも、本校の特色の一つが今年で２０周年を

迎える「山田楽伝承活動」です。この活動は、脇本地

区に伝わる伝統芸能「山田楽」を夏休みに６年生が５

年生に伝承して、暑い盛りに身につけた踊りを校区や

地域の運動会、祭りなどで披露します。２月には、特

別養護施設の訪問も毎年行っており、地域の方々も子

どもたちが踊ることを楽しみにしておられます。

これらの活動を通して子どもたちは、共感を得るこ

とによって創り上げる喜びや感動を味わい、郷土を愛

する心、他と協調する心などを学んでいくものと期待

しています。また一方で、様々な立場で指導や援助を

して下さる地域の方との関わりを通して、感謝する心

や奉仕する心もいっそう高めていきたいと考えていま

す。

人や社会、自然などと関わる中で知識や知恵、考え

方、技能を身に付け、自らを高め、生活をよりよくし

ていこうとする意欲を引き出す、そんな体験活動のあ

り方を今後も探っていきたいと思っています。

わが校の豊かな体験活動わが校の豊かな体験活動

山田楽を元気よく踊る脇本っ子

「遊びたい人、この指とーまれY」子育て中のお母さん、親と子が安心して遊び話せる場を提供していま
す。お気軽にご利用ください。

３日c 大川児童館　　　　　　　　　　　　　　17日c 瀬之浦児童館
〃　　瀬之浦児童館　　　　　　　　　　　　　18日d 諏訪団地

４日d 保健センター　　　　　　　　　　　　　　〃　　農村環境改善センター（牧内）
５日e みなみ保育園（プレ・ママサロン） 19日e みなみ保育園
10日c 鶴川内児童館　　　　　　　　　　　　　24日c 鶴川内児童館
〃　　農村環境改善センター（牧内） 25日d 農村環境改善センター（牧内）

12日e みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　26日e みなみ保育園
〃　　農村環境改善センター（牧内）

※お問い合わせは、みなみ保育園まで
第３月曜日（２／16）

※お問い合わせは、みどりが丘保育園まで
第１金曜日（２／６）０～１歳児教室（ひよこクラブ）
第３金曜日（２／20）２歳児以上教室（こっこクラブ）

（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金）みなみ保育園
毎週（土）みどりが丘保育園　　〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕

☆参加は申込制になっていますので、下記の支援センターに前日までにお申込みください。
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男女共同参画社会づくりは、男女問わずみんなが主役の社会づくりです。 

お互いを尊重し、認め合う気持ちで色々な人たちの声に耳を傾けてみませんか。 

あなたのパートナーや友人をお誘い合わせの上、気軽にご参加ください。 

※当日は託児も実施します。 

　（２歳以上就学前。 

　　　　　　　事前予約要） 

※申込方法 

　住所・氏名・電話番号・託児 

の有無を記入のうえ、ハガキま 

たはＦＡＸで次のところまでお 

申込みください。（電話も可） 

お申込み・お問い合わせ先 
阿久根市企画調整課　企画係 
〒899-1696　阿久根市鶴見町200

　TEL　73－1211（内線1216）
　FAX　72－2029

q受講できる人 市内在住か市内在勤の男性
w期　　　　間 ２／９、１６、２３、３／１、８

毎週月曜日（５回）
e時　　　　間 午後６時３０分～８時３０分
r定　　　　員 ２０人
t申　込　締　切 １月３０日（金）

※材料代を実費徴収します。
お申込み先
働く婦人の家（1７３－３７６９）
市役所企画調整課企画係（1７３－１２１１　内線
1216）まで電話で申し込んでください。

◎先月号で、「ジェンダー」という言葉の意味について
掲載しました。今月号は、よく世間でいわれている言
葉をいくつかあげてみます。
ジェンダーに敏感な視点で考えると、「なるほど」と

気づく点が見えてくるのでは・・・。
◎「男は度胸・女は愛きょう」「男は理性的・女は感情
的」「男は仕事・女は家庭」「男は主・女は従」‥‥い
つ頃からこうした言い回しがされるようになったのか
定かではありませんが、いつの間にか社会通念として、
人々の心を支配するようになり、女性には女性として、
男性には男性としてふさわしい役割があるとされてき
ました。
しかし、実際には、こうした性別役割は文化、経済、

習慣、宗教、政治などの社会条件に大きく左右されて
います。性的役割が、社会的、文化的につくられてき
たものである以上、それを変えていくことは可能です。
特に「男は仕事・女は家庭」となると、単なる性格

特性論ではなく、男性中心の社会構造を維持しようと
する男性側の視点が見られます。
（「あくね男女共同参画プラン　Ｈ13.３策定」より抜粋）
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　日用品無料プレゼント、格安販売などと言って会場 
に誘います。会場に行くと「元気よく手をあげた人に 
プレゼント」と言って次々に品物をプレゼントしたり 
格安で販売したりします。「もらわなきゃ損」という 
競争意識をあおり「高級羽 
毛ふとん、欲しい人手をあ 
げて」とそれまでの興奮か 
ら思わず手をあげてしまい 
契約することになります。 
　景品は人寄せの手段。業 
者は高額な商品を売るのが 
目的です。 

  
 
 
　注文もしていないのに皇室 
の写真集や叙勲者名簿などを 
勝手に送ってきて代金を請求 
してきます。 
　また、郵便局が代金と引き 
換えに郵便物を渡す「代金引 
換郵便」を悪用するケースも 
あり、後で気づいても返金さ 
れません。 

 
 
　消火器や電話など、公的機関やそれに近い企業から来たかのようにかたっ 
て商品を売りつけます。「黒電話は使えなくなりました」「この消火器は古 
いので、交換したほうがいい」と言い、買い換えや交換をさせられた。後で 
消防署に問い合わせたら「消火器の販売、交換はしていない」と言われた。 

●契約ははじめからなかったことになります。 
●支払済みの現金は、全額返金されます。違約金や損害賠償金を支 
　払う必要はありません。 
●商品を受け取っている場合は、販売業者の負担で商品を引き取っ 
　てもらえます。ただし、自ら開封したらクーリング・オフできな 
　い消耗品（化粧品・健康食品など）があります。 
●工事などの場合、土地や建物を無料で元の状態に戻すよう販売業 
　者に請求できます。 
●クーリング・オフの効果は期間内に書面を発送すれば発生します。 
　相手に届いていなくても有効です。 

　クーリング・オフできなくても、消費者契約法で契約を取り消すことができる場合や、契約で一定の解約料を支 
払って解約できることになっている場合、販売業者との交渉で合意解約できる場合もあります。あきらめずに、話 
し合うことが大切です。 

※特定商取引に関する法律 
　特定商取引 
　・訪問販売 
　・通信販売及び電話勧誘販売に係る 
　　取引 
　・連鎖販売取引 
　・特定継続的役務提供に係る取引 
　・業務提供誘引販売取引 
を公正にし、購入者等が受けることの 
ある損害の防止を図ることで、購入者 
等の利益を保護し、あわせて商品等の 
流通及び役務の提供を適正かつ円滑に 
し、国民経済の健全な発展に寄与する 
ことを目的に制定された法律です。 

※契約書面を受け取った日から８日以内に、 
　簡易書留で郵送してください。 

~~~~~~~~
~~~~~~~~~~

契約年月日 
商　品　名 
価　　　格 
担 当 者 名 
 
　上記日付の全ての契約を 
　都合により解除します。 
　　平成　　年　　月　　日 
住　所 
氏　名（契約当事者署名）　w

契約年月日 
商　品　名 
価　　　格 
販 売 店 名 
 
　上記日付の全ての契約を 
　都合により解除します。 
　　平成　　年　　月　　日 
住　所 
氏　名（契約当事者署名）　w

郵便はがき 
□□□－□□□□ 

○
○
○
○
○ 
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健康づくり講演会･フォーラム開催のお知らせ
（第30回鹿児島農村医学研究会地方会　出水地区研究集会）

◇と　き ２月６日（金） 午前９時３０分～午後３時
◇ところ 市民会館大ホール
◇主　催 阿久根市・JA鹿児島いずみ・鹿児島農村医学研究会
◇プログラム

㈰健康フォーラム　　午前１０時～正午
テーマ「阿久根市におけるいきいき健康づくり」
コーディネーター　草　野　　健　氏

（JA厚生連健康管理センター副所長）
コメンテーター　　中　俣　　和　幸　氏

（出水保健所　所長）

㈪特別講演　　　　　午後１時３０分～午後３時
テーマ「いのち愛おし　～食と農の視点から～」
講　師　　竹　熊　宜　孝　氏

（公立菊地養生園　名誉園長）

上記の日程で、健康づくりのための特別講演・健康フォーラ
ムを開催します。ご近所お誘い合わせの上、多数のご参加をお
待ちしています。

参加申込については、市役所健康増進課保健予防係まで電話
でお申込みください。 1７３－１２１１（内線１４３１）

生活習慣病の
予防に努めましょう

生活習慣病は年々増加しており、特に悪性新

生物や脳血管疾患、心疾患は、本県の全死因の

６割を占める現状にあります。

生活習慣病を予防するために、次のことを目

標に生活習慣を改善しましょう。

○適正体重を維持する

○脂肪や食塩を控えめにとる

○今より１,０００歩多く歩く

○休み・気晴らし・くつろぎと、休養の

３要素そろった温泉などで　心と身体

をリフレッシュさせる

○喫煙や過度の飲酒をしない
また、自分の体の状態を知るためにも、年に

一回は必ず健康診査を受け、自己管理に努めま

しょう。



阿
久
根
市
建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加

資
格
及
び
指
名
基
準
等
に
関
す
る
要
綱
第
３

条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
16
年
度
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
を
次
の
通
り
受
け
付
け

ま
す
。

◇
受
付
期
間

２
月
２
日
B
〜
２
月
27
日
F

◇
受
付
場
所

市
役
所
財
政
課

◇
提
出
す
る
も
の

q
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

w
建
設
業
法
第
27
条
の
23
に
規
定
す
る
経
営

事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し
（
直
前
の
も

の
）
e
建
設
業
許
可
（
変
更
）
申
請
書
の
写

し
（
添
付
書
類
を
含
む
）
r
建
設
業
許
可
通

知
書
の
写
し
t
登
記
簿
謄
本
の
写
し
（
直
前

の
も
の
）
y
法
人
及
び
代
表
者
の
市
税
納
税

証
明
書
（
市
税
務
課
・
原
本
）
u
法
人
の
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
税
証
明
書
（
税

務
署
・
原
本
）
i
法
人
の
県
税
の
納
税
証
明

書
（
川
内
総
務
事
務
所
・
原
本
）
o
使
用
印

か
ん
届
!0
主
要
機
械
器
具
一
覧
（
舗
装
機
械

器
具
は
特
に
明
確
に
記
載
）
!1
工
事
経
歴
書

!2
使
用
人
数
!3
技
術
者
経
歴
書
（
土
木
・
建

築
・
管
・
電
気
・
造
園
工
事
ご
と
の
資
格
と

等
級
を
整
理
し
て
記
載
）
!4
代
表
者
の
身
分

証
明
書
（
原
本
）
!5
主
要
取
引
金
融
機
関
名

※
測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
業

者
の
申
請
様
式
は
国
土
交
通
省
統
一
様
式
と

し
ま
す
。
ま
た
法
人
及
び
代
表
者
の
市
税
納

税
証
明
書
及
び
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

納
税
証
明
書
は
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
様
式

Ａ
４
版
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル

（
金
具
な
し
）
に
綴
り
込
み
提
出
。

◇
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
財
政
課
管
財
係

1
&3
１
２
１
１
（
内
線
１
２
２
２
）

市
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
に
、
奨
学
金
の
貸

付
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
市
内
に
３
年
以
上
在
住
す
る
方

の
子
弟
で
、
優
れ
た
学
生
及
び
生
徒
の
方
に

限
り
ま
す
。

な
お
、
奨
学
金
貸
付
予
定
月
額
と
採
用
予

定
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
高
等
学
校
又
は
高
等
専
修
学
校

月
額
　
　
　
９
千
円
以
内

予
定
人
員
　
若
干
名

○
専
門
学
校
又
は
職
業
訓
練
短
大

月
額
　
　
　
１
万
８
千
円
以
内

予
定
人
員
　
若
干
名

○
大
学

月
額
　
　
　
４
万
円
以
内

予
定
人
員
　
若
干
名

○
募
集
期
間

２
月
２
日
b
〜
３
月
19
日
f

○
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

1
&3
１
２
１
１
（
内
線
１
３
１
１
）

－21－

まずチェック！働くルールの最低賃金

★最低賃金に関するお問い合わせ先
鹿児島労働局　賃金室　1０９９－２２３－８２７８　http://www.kagoshima.plb.go.jp/

1．平成15年度の鹿児島県の最低賃金は以下のとお
りです。

※鹿児島県最低賃金は平成15年度は改正されません
でしたので、上記の時間額605円が引き続き適用さ
れます。

あなたの賃金は
最低賃金を上回っていますか？

2．適用範囲などは次のとおりです。
★鹿児島県最低賃金
県下の全ての労働者に適用されます（産業別最
低賃金が適用になる労働者を除く）。
★産業別最低賃金
産業別最低賃金の対象業種に該当する場合は該
当する産業別最低賃金が適用されます。ただし、
その場合も従事する業務等により、鹿児島県最低
賃金が適用になる場合があります。
★地域別最低賃金も産業別賃金も時間額のみとなり
ました。
★産業別最低賃金の「各種商品小売業最低賃金」は、
平成15年12月13日で廃止となりました。
★最低賃金には、次の賃金は算入されません。

q臨時に支払われる賃金（結婚手当など）w１
ケ月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与な
ど）e時間外・休日・深夜労働に対する割り増し
賃金r精皆勤手当、通勤手当、家族手当

地域別最低賃金 時間額 効力発生日 

鹿児島県最低賃金 ６０５円 Ｈ14年10月１日 

産業別最低賃金 時間額 効力発生日 

電気機械器具、情報通信機械器具・ 
電子部品・デバイス製造業最低賃金 

６６０円 Ｈ15年12月27日 

百貨店・総合スーパー最低賃金（新設） ６４８円 Ｈ15年12月14日 

自動車（新車）小売業最低賃金 ６６４円 Ｈ15年12月４日 



市
で
は
、
精
神
障
害
の
た
め
に
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
方

に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
方
は
、
次
の
条
件
を
満
た

す
方
で
す
。

●
原
則
と
し
て
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

●
主
治
医
が
い
る

●
お
お
む
ね
病
状
が
安
定
し
て
い
る

●
定
期
的
に
通
院
し
て
い
る

※
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
利
用
料
そ
の

他
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
生
き
が
い
対
策
課
福
祉
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
３
６
）

◇
募
集
訓
練
科

建
築
科
・
造
園
科

（
土
木
科
は
平
成
17
年
度
募
集
）

◇
申
込
期
限

平
成
16
年
３
月
10
日
d

◇
訓
練
期
間

平
成
16
年
４
月
〜
平
成
18
年
３
月

ま
で
２
か
年
間
（
週
２
日
）

◇
入
校
資
格

a
高
校
卒
業
以
上
及
び
同
等
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
た
者

s
雇
用
保
険
の
加
入
者
、
又
は
労
災

保
険
の
特
別
加
入
者

◇
授
業
料

月
額
　
５
千
円
（
年
間
６
万
円
）

◇
訓
練
生
の
特
典

a
修
了
時
、
技
能
士
補
の
称
号
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

s
技
能
検
定
の
受
験
資
格
に
係
る
実

務
経
験
年
数
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

d
２
級
の
技
能
検
定
を
受
け
る
と
き

学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

f
終
了
後
、
１
年
〜
３
年
で
職
業
訓

練
指
導
員
試
験
の
受
験
資
格
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

※
申
込
み
及
び
応
募
に
関
す
る
詳
し

い
お
問
い
合
わ
せ
先

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

野
田
町
下
名
５
２
７
９

1
*4
２
４
５
１

農
業
に
関
心
を
持
ち
、
農
業
を
始

め
た
い
方
や
農
業
法
人
で
の
研
修
等

を
希
望
す
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
就

農
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
提
供
す
る

「
か
ご
し
ま
就
農
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

◇
日
時

１
月
25
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
場
所

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
２
階
大
ホ
ー
ル

◇
対
象

将
来
農
業
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
方
、
就
農
に
関
心
の
あ
る
方
等

－22－

老齢年金・老齢基礎年金などを受けている人には、昨年中
（平成15年中）の支払年金総額や源泉徴収税額などを記載し
た「源泉徴収票」が１月中に送られてきます。（障害年金・
遺族年金の受給者には送られてきません。）
この源泉徴収票は、確定申告を行うときに必要となるもの

です。源泉徴収票を紛失したときは、再発行ができますので、
お近くの社会保険事務所へお問い合わせください。

◇国民年金に関するご相談やお問い合わせ先
川内社会保険事務所　1０９９６－２２－５２７６（代表）
市役所市民環境課国民年金係　1７３－１２１１（内線1423）

「「クレジット・サラ金１１０番クレジット・サラ金１１０番」」開設開設
鹿児島県青年司法書士会は、多重債務者が最悪の事態を招

くことなく再出発する糸口を探ることができるよう、法的知
識や手続等のアドバイスをすることを目的として、次のとお
り「クレジット・サラ金１１０番」を開催いたします。

◇日　時 ２月１５日（日） 午前１０時～午後５時
◇会　場 司調センター（法務局隣）

鹿児島市鴨池新町１－３
◇内　容 ㈰上記会場での面談による相談（事前予約要）

㈪電話（５台）による相談
1０９９－２５０－４５７０（当日の相談専用）

※面談予約及び詳しいお問い合わせ先
鹿児島県司法書士会　1０９９－２５６－０３３５

美しい海のまちづくり公社では
清掃作業員・道の駅「阿久根」従業員を募集します。

◇清掃作業員募集
１．募集人員 若干名（普通第１種運転免許証所有者）
２．年　　齢 ５５歳から６２歳位まで
３．業務内容 市内各公園の清掃作業
４．勤務時間 月曜日から土曜日まで（月２０日勤務）

午前８時３０分から午後５時まで
５．日　　給 ６，０００円

健康保険・厚生年金・雇用保険あり

◇道の駅「阿久根」従業員募集
１．募集人員 若干名
２．年　　齢 １８歳から５５歳位まで
３．業務内容 厨房係・サービス係
４．勤務時間 月曜日から日曜日まで

（交代勤務・１日８時間程度勤務）
午前８時３０分から午後８時まで

５．時　　給 ７４０円～
健康保険・厚生年金・雇用保険あり

６．応募手続

a提出書類　履歴書１通
s受付期間　１月１５日E～２月１６日B

７．選考方法 面接
８．提出先及びお問い合わせ先

&阿久根市美しい海のまちづくり公社

阿久根市波留５８１９番地　1７２－１７５５



零れ
い

羅ら

◇
内
容

新
規
就
農
者
を
募
集
し
て
い
る
市

町
村
や
農
業
法
人
な
ど
に
よ
る
面

談
方
式
に
よ
る
就
農
や
研
修
な
ど

の
相
談
、
就
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
就
農
の
総
合
相
談

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
経
営
技
術
課

1
０
９
９
（
２
８
６
）
３
１
５
２

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎
月

の
給
料
や
賞
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や
賞
与
の
支

払
時
に
行
わ
れ
る
「
年
末
調
整
」
に

よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
か
ら
、
大
部

分
の
給
与
所
得
者
の
方
は
改
め
て
確

定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
q
給
与
の
収
入
が
２
千

万
円
を
超
え
る
方
、
w
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
の
金
額

（
例
え
ば
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基

づ
く
一
時
金
を
受
け
取
ら
れ
た
場
合

や
不
動
産
の
貸
付
け
に
よ
る
収
入
が

あ
る
場
合
な
ど
）
の
合
計
が
20
万
円

を
超
え
る
方
、
e
２
か
所
以
上
か
ら

給
与
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は
、
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
他
に
q
風
水
害
な
ど

の
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
、
w
多
額
の

医
療
費
を
支
払
わ
れ
た
方
、
e
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
（
購
入
）
・
増
改
築

し
、
年
末
に
お
い
て
金
融
機
関
等
か

ら
の
借
入
金
残
高
の
あ
る
方
な
ど
は

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
る
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

出
水
税
務
署
　
1
^2
０
２
０
０

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

牛
濱
良
彦
（
新
町
）
吉
山
正
洋

（
宮
崎
県
）
古
家
文
子
（
町
）
花
木

忠
義
（
中
村
）
中
島
ま
り
子
（
遠
矢
）

梶
尾
末
義
（
黒
之
浜
）
大
石
マ
ツ
子

（
波
留
）
田
上
キ
ミ
エ
（
上
原
）
梶

尾
亨
（
黒
之
浜
）
田
上
正
道
（
横
手
）

○
篤
志
寄
付

さ
わ
や
か
西
目
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

川
h

晴は
る

輝き

史
　
明
（
山
下
馬
場
）

山
上
　
零
羅
　
　
武
　
（
上
　
野
）

上
松
さ
く
ら
　
健
　
太
（
上
　
野
）

東
園
　
政ま

さ

輝き

彰
　
（

段
　
）

梶
尾
　
研
心

け
ん
し
ん

祐
　
介
（
黒
之
浜
）

的
場

翔
　

か
け
る

信
　
隆
（
牧
　
内
）

富
k

天
翔

そ
ら
と

勇
　
（
黒
之
浜
）

宮
原
　
璃
帆

り

お

弘
　
二
（
上
　
原
）

松
永
　
剛た

け

斗と

俊
　
一
（
高
　
松
）

薪
平
　
朋と

も

哉や

浩
　
一
（
大
　
尾
）

山
田
　
翔
矢

し
ょ
う
や

幸
　
広
（
深
　
田
）

松
h
真
奈
花

ま

な

か

公
　
志
（
上
　
原
）

濱
h

志
帆

し

ほ

太
　
志
（
牧
　
内
）

三
明
　
晃
大

こ
う
だ
い

浩
　
史
（
永
田
下
）

花
田
　
美み

咲さ
き

伸
　
行
（
波
　
留
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

梶
尾
　
廣
美
79
（
黒
之
浜
）
末
　
義

津
田
ア
サ
ノ
88
（
黒
之
上
）
六
　
夫

田
中
　
武
弘
75
（
丸
　
内
）
ア
イ
子

別
府
　
秀
義
88
（
折
口
東
）
シ
ヅ
エ

田
上
　
優
　
50
（
上
　
原
）
キ
ミ
エ

梶
尾
ム
メ
キ
ク
98
（
萇
　
野
）

亨

奥
平
　
奨
　
83
（

浜
　
）
十
　
助

末
吉
　
冨
雄
81
（
上
　
原
）
孝
　
子

川
邊
　
一
人
78
（
折
口
東
）
ツ
　
ヤ

松
永
　
俊
夫
89
（
牧
　
内
）
塩
鶴
和
夫

中
島
　
清
　
56
（
遠
　
矢
）
ま
り
子

田
上
　
友
吉
94
（
横
　
手
）
正
　
道

中
内
田
洋
一
44
（
上
　
原
）
明
　
美

中
村
　
義
信
76
（
佐
　
潟
）
チ
ズ
子

尾
h
ヤ
エ
キ
ク
96
（
尾
　
崎
）
十
　
吉

富
k

孝
志
87
（
脇
本
馬
場
）
貞
　
子

松
永
　
護
　
72
（
牛
之
浜
）
キ
ヨ
ミ

田
畑
　
壹
　
91
（
田
代
中
）
フ
　
ミ

花
田
　
明
　
81
（
中
屋
敷
）
ミ
　
キ

鳥
丸
　
季
弘
86
（
陳
之
尾
）
喜
久
男

宇
都
　
利
雄
78
（
山
下
馬
場
）
ツ
キ
エ

西
平
　
ヨ
シ
91
（
新
　
町
）
飛
松
　
忍

新
川
タ
ミ
子
50
（

潟
　
）
ヲ
モ
イ
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◇日時　１月２０日
２月　３日・１７日
10時～10時30分

◇場所 保健センター

休日の在宅医さん
○１月25日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
橋口歯科医院　 1^3２３３０

（出水市中央町）
○２月１日
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
北園歯科医院 1^4２１５１

（高尾野町唐笠木）
○２月８日
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
白男川歯科医院 1^3０００９

（出水市向江町）
○２月11日（建国記念の日）
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
中島歯科医院　 1*2００２０

（高尾野町大久保）
○２月15日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
おてき歯科医院　1^3０３９３

（出水市上知識町）
○２月22日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
久木田歯科医院 1&3０４７０

（上　野）
○２月29日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
徳森歯科医院　　1^7３６０８

（出水市米ノ津町）
※休日の診療時間
在宅医　各医療機関の平日の

診療時間と同じです。
歯科在宅医　午前８時～正午

◇日時 ２月１８日（水）
９時30分～15時30分

◇場所 市役所市民相談室

◇日時 ２月６日（金）
１０時～１２時
１３時～１５時

◇場所 市役所１階税務相談
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◆趣味は何ですか・・・・スポーツ（特に野球）、釣り
◆性格を自己分析してください・・・はずかしがり屋
◆理想の異性像は・・・・・一緒にいて安心できる人
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

特にこれということではなく、今はとにかくいろ
んなことにチャレンジしてみたいです。

◆将来の夢は何ですか・・・
現在、調理師の仕事をしています。いつかは飲食

店に限らず、自分の店を持つことが夢です。
◆阿久根について一言・・・

自分が子どもの頃から生れ育った場所なので思い
出がいっぱいあり、落ち着ける町です。
ずっとこの町で暮らしていきたいです。

次は
花木　美先さん（遠矢区）あなたの番です。

平
藪
順
也
さ
ん
™2

（
お
ひ
つ
じ
座
・
Ａ
型
　
永
田
上
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
今
年
の
元
旦
は
新
春
を
飾

る
に
ふ
さ
わ
し
い
快
晴
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
輝
き
を
放

ち
な
が
ら
東
の
空
に
顔
を
出
し
た
今

年
最
初
の
太
陽
を
、
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
で
ご
覧
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
▽
今
年
の
干
支
は
『
申
』。
サ

ル
は
私
た
ち
人
類
と
同
じ
霊
長
類
で

あ
り
生
物
学
的
に
見
て
も
き
わ
め
て

近
い
存
在
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

サ
ル
が
登
場
す
る
こ
と
わ
ざ
の
一
つ

に
人
の
非
を「
見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・

言
わ
ざ
る
」の
三
猿
が
あ
り
ま
す
が
、

広
報
担
当
者
と
し
て
の
今
年
の
目
標

は
、
明
る
い
話
題
を
一
つ
で
も
多
く

皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
「
自

分
の
目
で
し
っ
か
り
見
て
、
皆
さ
ん

の
声
に
耳
を
傾
け
、
自
分
の
言
葉
で

き
ち
ん
と
伝
え
る
」
姿
勢
を
忘
れ
な

い
こ
と
。
今
年
も
「
広
報
あ
く
ね
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆さん　こんにちは。
私たちは、働く婦人の家講座からスタートし、自主サ

ークルとして誕生し、１年の間にすっかりダンスの魅力
のとりこになっています。
昨年の夏祭りのハンヤ踊りに独自にアレンジした「ダ

ンスはんや」で参加。としても楽しい経験をし、そのう
えに敢闘賞までいただき、メンバーの元気は急上昇でし
た。また、鹿児島市内の舞踊集団『創』に合流して、お
はら祭りにも参加。現在、３月の九州新幹線開通記念イ
ベントの参加に向けて準備中です。
楽しいこと大好きな私たちは、ジャズダンスを通じて

踊ることの楽しさ、また新しいことへの挑戦…と日々充
実した１年でした。今年は、もっと仲間の輪を広げて、
昨年以上にいろいろな事にチャレンジしながらダンスを
楽しみたいと思っています。
レッスン日は下記のとおりです。興味のあられる方は

見学だけでもおいでください。待っています。
○日時　　毎週月曜日　午後７：３０～９：００
○場所　　働く婦人の家
※昼の部のレッスン日も検討中です。
お問い合わせは　1７３－３９２５（浜崎）まで。

働く婦人の家　育成グループ
─ 恋ki Dancing キューティージャズダンス ─

人　　口
１月１日現在（ ）は前月比
人　口　26,115人（＋01）
男　　12,163人（－05）
女　　13,952人（＋06）

世帯数　10,789戸（＋06）
出 生016人　死 亡022人
転 入062人　転 出055人

第12回　生涯学習フェア
○と　き　２月14日（土） 午後１時30分～
○ところ 市民会館大ホール
○内　容 生涯学習事例発表

アグネス・チャン 文化講演会
入場料は無料です。

※お問い合わせ先
市教育委員会生涯学習課　1７２－１０５１

2004年九州選手権トライアル
シリーズ第１戦　鹿児島大会

○と　き　１月25日（日）午前９時　スタート
○ところ 番所丘公園　特設コース

オートバイのトライアル競技で2004年九州チャンピ
オンの座を争う九州選手権シリーズの開幕戦が、ここ
番所丘公園で開催されます。


